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成
田
市
民
憲
章
制
定
30
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

市
民
の
し
あ
わ
せ
を
願
い

「
心
の
道
し
る
べ
」を

昭
和
46
年
11
月
３
日
に
市
民
憲
章
が
制
定

さ
れ
、
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記

念
し
て
、
11
月
10
日
に
国
際
文
化
会
館
で
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
約
６
０
０
人
の
関
係
者
が
国
際

文
化
会
館
に
集
い
、
30
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

中
台
中
学
校
３
年
生
の
山
口
友
美
さ
ん
の
先

導
の
も
と
に
、
市
内
の
小
中
学
生
が
市
民
憲

章
を
声
高
ら
か
に
唱
和
し
式
典
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

小
川
市
長
は
「
成
田
市
民
憲
章
は
、
市
民

意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
て
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
公
募
し
、
応
募
の
あ
っ
た
４
６
１
点

を
も
と
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
わ
た
く
し
た

ち
は
こ
の
精
神
を
継
承
し
、
市
民
が
心
豊
か

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
成
田
に
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
ま
ち

を
市
民
と
共
に
築
い
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま

６
０
０
人
が
集
い

「
市
民
憲
章
」
の
成
長
を
祝
う

国際文化会館大ホールで行われた記念式典

●
昭
和
46
年
度

・
８
月
15
日
、
９
月
１
日
の
「
広
報
な

り
た
」
で
市
民
憲
章
文
を
公
募

・
「
成
田
市
民
憲
章
」
制
定
記
念
式
典

を
挙
行
。
市
民
憲
章
全
文
印
刷
物
を
全

戸
に
配
布

●
昭
和
47
年
度

・
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
設
立
総
会
を

開
催
し
、
規
約
を
決
定

・
第
１
回
市
民
旅
行
を
実
施

・
市
民
憲
章
制
定
１
周
年
を
記
念
し
て
、

市
民
大
運
動
会
を
成
田
高
校
で
開
催

（
市
民
旅
行
・
市
民
運
動
会
は
現
在

ま
で
毎
年
開
催
）

・
市
民
憲
章
の
啓
発
活
動
を
行
う
（
掲

示
板
の
設
置
、
憲
章
額
、
憲
章
幕
の
作

成
配
布
、
ポ
ス
タ
ー
印
刷
、
憲
章
啓
蒙

用
鉛
筆
の
作
成
、
花
の
種
の
配
布
、
フ

ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
）

●
昭
和
48
年
度

・
新
婚
カ
ッ
プ
ル
に
市
の
木
・
梅
の
苗

木
を
贈
呈
（
以
後
現
在
ま
で
）

●
昭
和
49
年
度

・
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
主
催
、「
第
１

回
ふ
る
さ
と
探
訪
」
実
施

・
各
種
市
民
団
体
が
実
施
す
る
市
民
憲

章
推
進
事
業
へ
の
助
成
開
始

●
昭
和
50
年
度

・
市
民
憲
章
お
年
玉
ク
イ
ズ
（
51
・
52

年
）
・
お
年
玉
ク
イ
ズ（
53
年
か
ら
）

を
実
施

・
市
民
憲
章
推
進
モ
デ
ル
地
区
発
足

市
民
憲
章
30
年
の
あ
ゆ
み
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す
」
と
あ
い
さ
つ
。
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

会
長
の
太
刀
川
廣
子
さ
ん
は
「
簡
潔
に
し
て

分
か
り
や
す
く
、
覚
え
や
す
い
素
晴
ら
し
い

市
民
憲
章
は
わ
た
く
し
た
ち
の
市
民
生
活
の

規
範
で
あ
り
市
民
の
憲
法
と
で
も
い
え
ま
し

ょ
う
。
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
す
る

中
で
、
憲
章
の
精
神
は
着
々
と
根
付
き
成
長

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
長
の
提
唱
す

る

日
本
一
住
み
よ
い
成
田

を
つ
く
る
に

は
、
市
民
憲
章
の
精
神
を
理
解
し
、
わ
た
く

し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
実
践
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

市
民
憲
章
推
進
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
歴

代
の
会
長
（
長
谷
川
録
太
郎
氏
、

柳
正
平

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

市
長
賞
に
は
越
川
晴
馨
さ
ん 小中学生が市民憲章を唱和

作文を読み上げる越川晴馨さん

氏
、
太
刀
川
廣
子
氏
）
と
功
労
の
あ
っ
た
23

人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
市
長
賞
に
選
ば
れ
た
越

川
晴
馨
さ
ん
（
成
田
小
学
校
３
年
）
が
作
文

を
読
み
上
げ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
特
別
賞
に
は
次
の
６
人
が
選

ば
れ
、
段
上
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

▽
市
長
賞
…
越
川
晴
馨
さ
ん

▽
市
議
会
議
長
賞
…
吉
川
弘
美
さ
ん
（
中
郷

小
学
校
４
年
）

▽
教
育
長
賞
…
飯
田
香
苗
さ
ん
（
西
中
学
校

１
年
）

▽
審
査
委
員
長
賞
…
林
田
憲
俊
く
ん
（
平
成

小
学
校
１
年
）

▽
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
会
長
賞
…
田
中
江

美
さ
ん
（
中
台
中
学
校
３
年
）

▽
30
周
年
記
念
実
行
委
員
会
委
員
長
賞
…
中

島
綾
子
さ
ん
（
成
田
小
学
校
６
年
）

成田市民憲章

信仰のまち、世界に通ずるまち成田はわたくしたちのふ
るさとです。
ゆたかな自然と文化にめぐまれてきたわたくしたち成田
市民は、大きな希望と誇りをもって世界に伸びようとして
います。
わたくしたちは、成田のかがやかしい発展とおたがいの
しあわせをねがい、この市民憲章をさだめます。

１　親切な心で
平和な成田をつくりましょう。

１　よろこんで働き
豊かな成田をつくりましょう。

１　きまりをまもり
住みよい成田をつくりましょう。

１　自然と文化を大切にし
美しい成田をつくりましょう。

１　若い力をそだて
明るい成田をつくりましょう。

●
昭
和
51
年
度

・
市
民
憲
章
の
最
重
点
活
動
と
し
て
、

小
さ
な
親
切
運
動
推
進
活
動
始
ま
る

●
昭
和
52
年
度

・
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
で
く
ず
か
ご

の
設
置
事
業
開
始

●
昭
和
54
年
度

・
広
報
な
り
た
、
市
民
憲
章
活
動
「
環

境
美
化
」
増
刊
号
を
発
刊

・
市
民
憲
章
運
動
第
14
回
全
国
大
会
が

成
田
国
際
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
約

９
０
０
人
が
参
加
し
盛
会
に
終
わ
る

●
昭
和
55
年
度

・
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
が
花
い
っ
ぱ

い
運
動
と
し
て
花
の
種
を
配
布
（
以
後

現
在
ま
で
実
施
）

・
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
が
あ
い
さ
つ

運
動
を
展
開

●
昭
和
56
年
度

・
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
が
花
い
っ
ぱ

い
運
動
と
し
て
花
木
の
配
布
を
開
始

・
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
が
劇
団
講
演

を
開
催

・
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
と
青
少
年
相

談
員
連
絡
協
議
会
で
、
青
少
年
健
全
育

成
運
動
の
啓
発
看
板
を
市
内
に
設
置

●
昭
和
61
年
度

・
市
民
憲
章
制
定
15
周
年
記
念
式
典
を

挙
行

●
平
成
元
年
度

・
新
庁
舎
完
成
を
記
念
し
て
市
民
憲
章

記
念
碑
を
建
立

●
平
成
３
年
度

・
市
民
憲
章
制
定
20
周
年
記
念
事
業
実

施
（
成
田
四
季
の
八
景
絵
は
が
き
・
カ

レ
ン
ダ
ー
作
成
、
パ
ネ
ル
展
開
催
）

●
平
成
13
年
度

・
「
成
田
ゆ
か
り
の
人
物
展
」
を
開
催

・
市
民
憲
章
制
定
30
周
年
記
念
式
典
を

挙
行


